
１　開会

２　市長挨拶・発表項目の説明

６　閉会

５　その他

４　質疑応答

※ 次回の記者会見
日時：５月 29 日㈮　11 時00 分から
場所：八幡平市役所３Ｆ　大会議室

七時雨山の山開きを開催します

－　講演やパネルディスカッションで自然の価値継承と魅力発信を考えます　－

（３）

（４）
－　今年は山開き式を西根寺田登山口で実施　－

－　沿線の住民をボランティアに募り、線路沿いの支障木伐採作業を行います　－

十和田八幡平国立公園八幡平地域指定70周年記念フォーラムを開催

－　体育協会設立20周年を記念し、新しくなった野球場で次代の選手がプレー　－

－　高校生が看護の心を体験するイベントを、市立病院が企画　－
看護週間に合わせて「ふれあい看護体験」を実施します

令和８年八幡平市議会第２回臨時会を開催します

高校野球強豪校を招き記念試合と野球教室を行います

ＪＲ花輪線沿線支障木伐採共創事業を行います

令和８年５月八幡平市定例記者会見
日　時：令和８年５月１日㈮　午前 11 時～
場　所：八幡平市役所　大会議室

（５）

（６）

（７）

（８）

３　その他（情報提供）

－　GX戦略地域制度（脱炭素電源活用型）で八幡平市が有望地域に選定　－

（１）「地熱１００％のＧＸ産業団地」実現へ前進

－　７年度 国の物価高騰対応重点支援地方創生臨時交付金を活用　－

（２） 物価高騰等の影響を受けている事業者に支援金を支給



１　選定の概要
（１）制度名：ＧＸ戦略地域制度（脱炭素電源活用型）
（２）選定区分：一次審査「有望地域」
（３）選定日：令和 8 年 4 月 24 日

「地熱100％ のGX産業団地」実現へ前進

【発表の要旨】
　八幡平市は、経済産業省が実施する「GX 戦略地域制度（脱炭素電源活用型）」に
おいて、外部有識者で構成される審査委員会による一次審査の結果「有望地域」の
一つとして選定されました（令和 8 年 4月24 日付 事務連絡）。
　本市は、天候に左右されない地熱由来の脱炭素ベースロード電源の強みを生か
し、脱炭素電力を必要とする企業の立地を受け止める産業基盤の形成に向け、関
係者との協議を本格化し、次段階に向けた計画の具体化と実行体制の整備を進め
ます。
※本件は一次審査における「有望地域」選定であり、最終的な選定は今後の手続
を経て決定されます。

GX戦略地域制度（脱炭素電源活用型）で八幡平市が有望地域に選定

プレスリリース

発表項目 No. １
令和８年５月１日 記者会見

２　将来構想
　本市は、天候に左右されない安定電源である地熱発電を有する地域特性を活かし、化石燃料に
依存しない産業立地モデルの構築を目指します。本構想は、地熱由来電力 100％での操業を前提
とする脱炭素産業拠点の形成を目標とするものです。

３　構想の特徴とニュース性
（１）地熱由来電力の活用
　団地内で使用する電力は、市が出資する地域新電力「株式会社はちまんたいジオパワー」によ
る地熱由来の脱炭素電力メニューを基本とする想定です。変動型電源ではなく、安定したベース
ロード型の再生可能エネルギーを活用することで、24 時間安定操業が可能な脱炭素基盤の構築
を目指します。

（２）官民連携による事業スキームの検討
　本構想では、官民連携を基本とする事業スキームの構築を目指します。令和８年度に概略設計
および制度設計を実施するとともに、ＳＰＣ方式を含む事業主体のあり方について検討を開始し
ます。造成は需要動向を踏まえた段階整備方式を基本とし、持続可能な開発モデルの確立を図り
ます。なお、総事業費については概略設計の結果を踏まえ算定する予定です。

※脱炭素電源を活用する新たな産業団地を整備し、当該電源を核とした産業
クラスターを形成する取組・計画

※

次ページへ続く

※ベースロード電源とは、天候や時間帯に左右されず、24 時間安定して低コス
トで稼働し続ける電力（原子力、石炭、地熱、水力）です。日本の電力需要の
基礎部分（常に必要な電力）を担い、安定供給に不可欠な電源とされています。

※ SPC（Special Purpose Company：特別目的会社）方式：特定の事業ために一
時的に設立される法人（SPC）を利用する仕組みです。特定資産を切り離して
事業リスクを抑え、当該資産の価値を基礎に円滑な資金調達ができる。



【担 当】
産業建設部 商工観光課
　ＧＸ産業推進室長　中軽米 真人
　TEL：0195-74-2111（内線 1320）

（３）フィジカルな再生可能エネルギーの活用
本構想では、市内地熱発電所と同一系統に接続される地域特性を活かし、実際に地熱由来電力

が流れる「フィジカルな再エネ活用」を志向します。非化石証書等による間接的な環境価値では
なく、実電力ベースでの脱炭素化を目指す点が、本構想の大きな特徴です。高圧・特別高圧への
対応も視野に入れ、拡張性のある産業基盤整備を検討します。

４　今後のスケジュール（見通し）
　今後、経済産業省等との協議を進めながら、関係者（地権者、ディベロッパー、インフラ管理
者、地域新電力、金融機関等）との調整を本格化し、次段階に向けた計画の具体化と実行体制の
整備を進めます。

※フィジカルな再生エネルギー活用：環境価値（証書）だけを取引するのでは
なく、物理的な電気そのもの（実電気）を再エネ発電所から送電線を通じて受
け取って活用すること。

2024
産業用地

適地選定調査実施
（日本立地センター）

2025
GX産業構造
実現のための
ＧＸ産業立地

ワーキンググループ
参加

（経済産業省）

2026
GX戦略地域制度

（脱炭素電源活用型）
一次審査の結果

（経済産業省）

今回のリリース

一次審査の結果、全国 23 地域の
「有望地域」の１つとして選定

（参考）本市における申請の経緯

※ 2026 年２月に申請していたもの

経済産業省リリース

※



プレスリリース

発表項目 No. ２

７年度国の物価高騰対応重点支援地方創生臨時交付金を活用

物価高騰等の影響を受けている事業者に支援金を支給

【発表の要旨】
　市は、令和７年度国の補正予算による「物価高騰対応重点支援地方創生臨時交付金」を
活用して17の事業を展開しています。
　このうち、「中小企業物価高騰対策等支援事業」として、エネルギー価格をはじめとした
物価高騰等に影響を受けている市内商工業者（中小企業）に対し、事業継続及び経営の安
定化を図ることを目的に、６月１日（月）から支援金の支給申請を開始します。

　【担 当】
産業建設部商工観光課 商工労政係
　係長　沼田　崇
　主事　高橋　美香
　電話 0195-74-2111
　　　　（内線 1311・1318）

令和８年５月１日 記者会見

１　対象事業者

３　申請期間

４　申請方法

５　問い合わせ先

売上比較など、従来の減少割合
を基準とした支給を見直し、大
小にかかわりなく物価の高騰等
によって、経営が影響を受けて
いる中小企業者等に対し、１事
業者でも多く支援金が行き渡る
ようにした。

事業の特徴

https://www.shokokai.com/hachimantai

①　食料品価格高騰対策事業
②　私立保育所等物価高騰緊急対策支援補助金
③　学童保育クラブ物価高騰緊急対策支援補助金
④　学童保育クラブ照明ＬＥＤ化事業
⑤　救急指定医療機関緊急支援補助金
⑥　社会福祉施設等物価高騰緊急対策支援補助金
⑦　八幡平市総合福祉センター照明ＬＥＤ化事業
⑧　安代福祉センター物価高騰対策支援事業
⑨　八幡平温泉郷給湯事業支援事業費補助金

２　国の交付金の限度額

３　予算措置

381,251,000 円（内食料品特別加算 90,772,000 円）

１月２８日開催の令和８年八幡平市議会第１回臨時会において議決
（八幡平市一般会計補正予算第８号）

※市予算額（事業費）6,770 万円

１　物価高騰対応重点支援地方創生臨時交付金実施事業（17事業）
⑩　県産酒米安定確保支援事業費補助金
⑪　中小企業物価高騰対策等支援事業
⑫　公共交通等運行事業補助金
⑬　コミュニティセンター照明ＬＥＤ化事業
⑭　水道料金負担軽減事業
⑮　畜産飼料高騰対策緊急支援補助金
⑯　冬季特別対策助成（実施中の事業に充当）
⑰　学校給食費保護者負担軽減事業（実施中の事業に充当）

２　支給額

約640者市内で商工業等を営む中小企業

１事業者当たり １０ 万円

６月１日㈪から １１ 月 ３０ 日㈪まで

市商工会本所へ必要書類を持参又は郵送

市商工会（電話 0195-76-2040）



プレスリリース

発表項目 No. ３

講演やパネルディスカッションで自然の価値継承と魅力発信を考えます

八幡平地域指定70周年記念フォーラムを開催
【発表の要旨】
　十和田八幡平国立公園の八幡平地域が国立公園として指定されてから、令和８年７月１０
日で70周年を迎えます。これを記念し、本地域が持つ魅力や価値を広く発信するとともに、
そのかけがえのない魅力を後世に引き継いでいくことを目的として「十和田八幡平70周年
記念フォーラム」を開催します。

　【担 当】
産業建設部商工観光課 観光振興係

（八幡平国立公園協会事務局）
　主事　山田　耕大
　電話 0195-74-2111（内線 1313）

令和８年５月１日 記者会見

十和田八幡平国立公園

１　主催　　　八幡平国立公園協会

２　共催　　　環境省　東北地方環境事務所

３　後援　　　八幡平市、盛岡市、滝沢市、雫石町、鹿角市、仙北市

４　開催日時

５　会場　　　八幡平ハイツ

６　内容

7　参加方法等
　・参加は無料ですが、整理券が必要です。
　・申し込み方法：右の専用フォームまたは FAX（0195-74-2102）
　・申し込み締め切り：６月１０日（水）
 　･ 詳しくはチラシをご覧ください。

　　（１）記念講演「八幡平地域の自然保護と観光～好循環による価値の継承」
　　　・講師　東京大学大学院　農学生命科学研究科　准教授　山

やまもと

本　清
きよたつ

龍　氏
　　（２）トークショー「山の魅力とは」　
　　　・出演者　お笑いタレント　庄

しょうじ

司　智
ともはる

春　氏
　　　　　　　　　　　　　　　　木

き む ら

村　卓
たくひろ

寛　氏
　　（３）パネルディスカッション「八幡平地域の魅力を未来へ」　　　　　　　　　　　　　　
　　　・上記キャストに地元山岳関係者 2 名を加え、次世代へ繋げる熱い想いを語り合います。

　秋田駒ヶ岳、八幡平、岩手山等からなる八幡平地
域は、1956(昭和31)年7月10日に「十和田国立公園」
に編入・指定され、国立公園の名称も「十和田八幡
平国立公園」に変更となり、2026年で 70周年を迎え
ます。

少し説明

添付のチラシを参照してください

申し込みフォーム

７月10日（金）　13 時 30 分から 16 時 30 分まで







プレスリリース

発表項目 No. ４
令和 8 年 5 月１日 記者会見

１　主　催　　　八幡平市、一般社団法人八幡平市観光協会

七時雨山の山開きを開催します

【発表の要旨】
　「新日本百名山」及び「岩手の20 名山」に数えられる本市の名峰 七時雨山（標高1,063ｍ）。
今年も入山者らの安全と多くの観光客の来訪を祈念して、「七時雨山山開き」を開
催します。

今年は山開き式を西根寺田登山口で実施

２　共　催　　　八幡平市山岳協会

３　開催日時　　５月24日（日）午前９時から

４　会　場　　　七時雨山（西根寺田登山口）

　（２）山開き式（担当：八幡平市）
　　　 時間：午前９時30分から午前９時40分まで
　　　 内容：市長挨拶
　　　 　　　登山隊へ市旗、ピッケルの授与

５　内　容
　（１）安全祈願（担当：一般社団法人八幡平市観光協会）
　　 　時間：午前９時から午前９時30分まで
　　　 内容：登山者の安全祈願

６　その他
　・登山場所は、田代平登山口と西根寺田登山口で毎年交互に開催しています。
　・荒天時は、七時雨地区体験観光施設で安全祈願のみの実施とします。
　・登山判断は、主催者と市山岳協会が当日午前７時までに決定します。

　（３）山開き登山
　　　 時間：午前９時40分頃　登山隊出発
　　　　　　 午前12時00分頃　山頂到着（南峰）、万歳三唱

【担 当】
産業建設部 商工観光課 観光振興係
　主事補　山口 和桜
　電話　0195-74-2111（内線 1319）



プレスリリース

発表項目 No. ５

高校野球強豪校を招き記念試合と野球教室を行います

【担当】
・ドリームマッチに関するお問い合わせ
　（（一社）八幡平市体育協会）
　電話 0195-70-1600
・改修工事・施設に関するお問い合わせ
　市民部文化スポーツ課
　課長補佐　畠山　拓
　電話 0195-74-2111（内線 1142）

【発表の要旨】
　平成 18 年４月１日に設立した（一社）八幡平市体育協会の設立 20 周年を記念し、高
校野球強豪校４校を招いた記念試合を下記のとおり開催します。また、同日は、高校生
選手が先生役になり、地元の野球少年に指導する野球教室を開催します。
　なお、会場となる市総合運動公園野球場は、昨年度に大規模改修を行っており、新し
く生まれ変わったグラウンドで繰り広げられる熱戦、トップレベルのプレーを間近で体
感できる絶好の機会です。ぜひ球場へ足をお運びください。

令和８年 5 月１日 記者会見

体育協会設立 20 周年を記念し、新しくなった野球場で次代の選手がプレー

情熱甲子園ドリームマッチ in 八幡平

３　後援　　ＭＦＦ（盛岡大学附属高等学校野球部を応援する会）、（一社）八幡平市観光協会　

１　主催　　（一社）八幡平市体育協会

４　協力　　岩手県野球協会、八幡平市野球協会

２　共催　　八幡平市、八幡平市教育委員会

５　場所　　市総合運動公園野球場

　８：３０　開会セレモニー
　９：00　第１試合　　智辯和歌山×鶴岡東
　12：00　第２試合　　智辯和歌山×盛岡大学附属
　15：00　野球教室

　８：３０　第１試合　　智辯和歌山×盛岡大学付属
　10：30　第２試合　　智辯和歌山×八戸学院光星
　13：00　第３試合　　盛岡大学附属×八戸学院光星

６　開催日・内容

６月 20 日㈯ ６月 21 日㈰

市内のスポーツ少年団の野球チーム
が参加・指導を受ける予定です

工事名　　　八幡平市総合運動公園野球場グラウンド改修工事

工事概要　　内野部分：クレイ補装、土の入れ替え

　　　　　　外野部分：天然芝の全面と、ウォーニングゾーン部

　　　　　　分の再舗装

工事期間　　令和７年５月９日から令和７年 12 月 26 日

総工費　　　313,500,000 円

財源　	 　　・日本スポーツ振興センタースポーツ

　　　　　　　振興くじの助成金　80,000,000 円

	 　　・過疎対策事業債　　233,500,000 円

改修工事の概要

添付のチラシを参照してください





詳しくはこちら

プレスリリース

【発表の要旨】
　現在、JR 花輪線では、倒木による運転支障や、沿線の草木が山と街の境界を曖昧に
し、クマの出没リスクを高めるといった課題が浮上しています。そこで田山地域振興
協議会、舘

た て い ち

市地区振興協議会では東日本旅客鉄道株式会社（JR 東日本盛岡支社）と連携
して昼間集中工事の列車運休中に、ボランティアを募集し、沿線支障木伐採作業を実
施します。

沿線の住民をボランティアに募り、線路沿いの支障木伐採作業を行います

JR花輪線 沿線支障木伐採共創事業を行います

発表項目 No. ６
令和 8 年５月１日 記者会見

２　日時　６月３日（水）　午前９時 30 分から

１　主催　田山地域振興協議会、舘市地区振興協議会

５　ボランティア申込先
　　田山地域振興協議会（田山コミュニティセンター　電話：0195-73-2057）

３　作業場所
　　田山地区：田山中学校付近（線路側）
　　舘市地区：舘市コミュニティセンター付近

４　実施内容
　　花輪線沿線の草刈り、支障木伐採、伐採した木の片付け（小雨決行）

【担 当】
市民部まちづくり推進課 
　地域振興係　工藤　聖也　
　電話 0195-74-2111（内線 1454）

６　その他（市ウェブサイト）
　　https://www.city.hachimantai.lg.jp/soshiki/machi/24028.html

※取材時の集合場所・時間：田山コミュニティセンターに９時 15 分



１　主催　　八幡平市立病院

２　日時　　５月14日（木）

３　実施内容（日程）
　　 ９時 20 分　　記念写真撮影
　　 ９時 30 分　　オリエンテーション

院長挨拶、総看護師長挨拶、自己紹介、八幡平市立病院紹介、
日程等説明

　　 ９時 50 分　　ビデオ視聴
　　10 時 20 分  　 院内見学
　　10 時 40 分  　 看護体験
　　11 時 30 分　　懇談会
　　12 時 00 分　　解散

【担 当】
八幡平市立病院
　事務局　伊東　光広
　電話 0195-78-8510（事務局直通）　

看護週間に合わせて

【発表の要旨】
　八幡平市立病院では、看護の日（５月１２ 日）を記念し、看護週間（５月12日から
同月18日まで）に合わせて、高校生の皆さんに「看護の心」にふれていただくため

「ふれあい看護体験」を実施します。
　当日は、高校生 4 名が参加する予定です。

高校生が看護の心を体験するイベントを、市立病院が企画

「ふれあい看護体験」を実施します

プレスリリース

発表項目 No. ７
令和８年５月１日 記者会見



プレスリリース

１　会期日程（予定）
　　５月 12 日（火）　午前10時開会
　　５月 13 日（水）　最終日

【担 当】
企画総務部総務課
　課長補佐　関　宏典
　電話 0195-74-2111（内線 1231）

令和８年八幡平市議会
第２回臨時会を開催します

発表項目 No. ８
令和８年５月１日 記者会見

【発表の要旨】
　八幡平市議会第２回臨時会を招集します。
　



情報提供






